
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

発⾏  
静岡県中部危機管理局  

 電話（054）644-9104 
 メール chuubou@pref.shizuoka.lg.jp

中部防災ニュース４⽉号  平成 29 年４⽉ 11 ⽇発⾏  NO.４８ 

ごあいさつ 
 いつも中部防災ニュースをお読みいただき、ありがとうございます。 

 この度、中部危機管理局長に着任した絹村です。当局では、平常時は、防災に関

する様々な地域支援や啓発活動を行っており、この防災ニュースも各事業所における

防災の取組の一助となるよう、タイムリーな情報提供を心掛けています。５年目を迎え

る中部防災ニュースを今後ともよろしくお願い申し上げます。 

                   中部危機管理局長 絹村 敏美 

 焼津市の「サッポロビール株式会社静岡⼯場」を訪問し、
沿岸部における防災の取組について、お話を伺いました。

 工場敷地は、県の第４次地震被害想定で最大浸水深３ｍ。従業員の

避難場所を施設の２階以上に確保しました。 

○津波に対する備えはどのようなことをされていますか？  所在地：焼津市浜当⽬ 
設 ⽴：1980 年４⽉ 
事 業：ビール、発泡酒等 
      酒類の製造 

 食糧、簡易トイレ、毛布のほか、発電機や衛星携帯電話などを、津波

の浸水に備えて、建物２階に配備しています。 

 工場内のタンクに水を蓄えていますので、災害時にこれを近隣住

民の皆さんに飲料水として提供するよう、焼津市と協定を結んでい

ます。また、研究所を津波の緊急避難場所として地域の皆さんに開

放することにしています。 

 想定外の津波も考慮して、工場内のさらに高い場所に避難できるよ

うにしたいと思います。そのための経路の安全対策を検討中です。い

ろいろ課題もありますが、「人命最優先」で取り組んでいきます。 

○工場内の備蓄はどうされていますか？ 

○地域との防災上の連携は何かされていますか？ 

○今後の取り組みについて教えてください。 

３月 11 日・焼津市東益津地区の夜間津波避難訓練レポート 

サッポロビール静岡工場 

県第 4 次地震被害想定の津波浸⽔域
（レベル 2 津波の最⼤浸⽔域重合わせ図） 
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 焼津漁港 

研究所 

応対いただいた⼤⼭副⼯場⻑、柴⽥さん、佐々⽊さん

 夜間避難訓練の様⼦

 サッポロビール静岡工場の協力の下、焼津市東益津地区で夜間津

波避難訓練が行われました。同工場と地元自治会は、2011 年８月に研

究所屋上を緊急時の避難場所とする旨の覚書を結んでおり、これま

でも訓練を重ねてきましたが、今回は初の夜間訓練。研究棟横のテ

ニスコートに約 120 人の住民が避難しました。 

 訓練には、大山副工場長など工場スタッフも駆けつけ、地域住民と

の顔の見える関係を築いていました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 安否確認編 

 東日本大震災では、被災地への通話が集中し、電話がつな

がりにくい状況が長時間続きました。家族間の安否確認手段は

“複数”用意しておけば安心。安否確認手段の例を紹介します。 

「災害用伝言ダイヤル 171」の利用方法

（NTT 西日本災害用伝言ダイヤル HP より引用） 

※１ 「災害用伝言ダイヤル（171）」は、毎月1日と15日、防災週間（8/30～9/５）などに体験利用

できます。「災害用伝言ダイヤル（171）」と「災害用ブロードバンド伝言板（ｗｅｂ171）」は、Ｎ

ＴＴ西日本のホームページで、「災害用伝言板」は、携帯各社のホームページで詳細を御確

認ください。 

 異動や就職などで新たなメンバーが加わった事業所も多いのではないでしょうか？よい機会で
すので、地震や火災の発生をイメージしながら、職場内の危険箇所をチェックしてみましょう。 

・灰⽫の吸い殻を処分する際は、完全に⽕が消えているか確認する。 
・放⽕されないよう対策する。（詳しくは中部防災ニュース 28 年９⽉号を御覧ください。） 
・コンセントのたこ⾜配線をやめる。（埃がたまってないかも確認。） 
・消⽕器、屋内消⽕栓、⽕災報知器などの消防設備を⾃分たちでも確認する。 
・従業員⾃⾝が消⽕器や屋内消⽕栓を使えるように訓練する。 
・避難経路を確認する。 

・転倒防⽌や避難経路確保のため、棚や機器等は必ず固定する。 
・避難経路や防⽕扉付近に物を置かない。 
・落下防⽌のため、⾼い所に物を置かない。また、重い物ほど低い位置に置く。 

※この記事は、志太消防本部予防課の植⽥係⻑に伺った内容をまとめたものです。

 

重要なのは「初期消⽕」、そして「避難」です。

○ J－ａｎｐｉ（安否情報まとめて検索）※２ 
 ネット接続したパソコンや携帯電話から、「電話番号」や

「氏名」で、携帯各社の災害用伝言板や企業等が提供す

る安否情報を一括で検索できるよ。 

・⽕災を発⾒したら、迷うことなく 119 番通報。従業員が初期消⽕を⾏う。 
・もし天井の⾼さまで⽕が達してしまったら、消⽕を諦め、ただちに避難！ 

※２ NTTとNHKが中心となって始まったサービスです。 

○ 災害用伝言サービス※１ 
 NTT の「災害用伝言ダイヤル(171）」や「災害用ブロ

ードバンド伝言板（ｗｅｂ171）」、携帯各社の「災害用

伝言板」を利用する方法。※ 


